
「彩りあるまち」の実現

●彩りある「人」を育む

・Ｋｉｔａkｙｕスーガク＋（プラス）による理工系人材育成推進 ４百万円

・子どもの“健口力”（けんこうりょく）アップ事業 ６1百万円

・小中一貫教育推進事業 1百万円

・北九州市立高等学校の魅力向上推進事業 ６百万円

・コミュニティ・スクール、地域学校協働活動事業 ２７百万円

・人権教育推進事業 １６百万円

・　防災・減災教育推進事業 ４百万円

・教師用教科書及び指導書の購入 ３９９百万円

・子どもひまわり学習塾事業 ７1百万円

（他に債務負担4百万円）

　北九州市ならではの「特色ある数学、理科教育の推進」に取り組み、理数への興味や向上心を喚起さ
せることで、将来の理工系人材の育成を推進する。

　「学校における歯と口の健康づくり推進計画」に基づき、フッ化物洗口等のむし歯予防や歯みがきや
生活習慣の指導、むし歯治療の促進、保護者への啓発活動等の取組を複合的に実施し、子どもの「健口
力」の向上を図る。

　令和３年８月に改訂した「北九州市小中一貫・連携教育基本方針」を踏まえ、八幡東区の中央中校区
（八幡小・中央中）及び尾倉中校区（皿倉小・尾倉中）において、本市初の小中一貫教育校の設置を目指
す。

　児童生徒の主体的な学習習慣や、基礎的・基本的な学力の確実な定着を図るため、放課後等を活用し
て学習機会を提供する「子どもひまわり学習塾」を実施する。

　北九州市立高等学校の教育内容の更なる充実を図るため、学科構成の変更など、今後の在り方に
ついて検討する。

　生命の大切さを学び、自尊感情や他の人とよりよく生きようとする意識、集団生活での規範を尊
重し、義務や責任を果たす態度など「生きる力」を育む教育活動を推進する。また、人権教育教材
集「新版いのち」の積極的な活用を図るなど、学校における人権教育の充実を図る。

　近年増加傾向にある予測困難な気象状況に対応するため、幼児児童生徒が主体的に行動し、自分
の命は自分で守る行動ができるような知識と能力を身に付けさせ、未来を見据えた地域防災の担い
手を育成する。

　令和６年度小学校・特別支援学校小学部教科用図書の採択替えに伴い、教師用の「検定教科書」、「検
定教科書用指導書」を購入する。

　地域と学校が連携・協働し、地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支えていくために、「コ
ミュニティ・スクール」と「地域学校協働活動」の一体的な実施に向けた取組を進める。

３ 主な事業
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・医療的ケア児総合支援事業 ８０百万円

・給食食材価格高騰対応事業 ５５０百万円

・学校給食安全対策事業 1２４百万円

・未来を担う教職員人材確保プロジェクト ６百万円

・学校支援のための講師等配置事業 10４百万円

・特別支援学級補助講師の配置事業 263百万円

・教員業務支援員（スクール・サポート・スタッフ）の配置事業 ５３９百万円

・部活動振興事業 ３９百万円

・北九州市立高等学校DX推進事業 １百万円

・学校トイレ整備事業 ４７９百万円

・思永中学校温水プール運営事業 ６３百万円

　医療的ケア児支援法の施行（令和３年９月）に基づき、市内の学校に通う医療的ケア児が安心して学校
生活を送れるように、看護師等の配置及び通学支援などを行うことにより、法の趣旨に則り、保護者の
負担軽減に資する。

　学校運営について、時代に合わせた見直しを行い改善・適正化することが求められており、本事業の
実施により、教員の業務改善及び適切な事務処理体制の構築を実現する。

　児童生徒の安心・快適な学習環境を整備するため、計画的に学校トイレの洋式化を行う。

　コロナ禍以降続く食品の値上げを受け、子育て世帯の負担軽減の観点から、給食費の値上げ相当分
の支援を行う。

　給食調理機械更新計画に基づき、小学校及び特別支援学校の給食調理で使用する大型の調理機械の
更新及び修繕を実施する。

　令和５年度末のＰＦＩ事業終了に伴い、令和６年度はプールの管理・運営業務を委託する。

　教員不足の解消に向けて、教員採用に関する広報活動を強化するとともに、ペーパーティーチャー支
援講座の開催や新規採用教員を対象とした奨学金返還支援制度の取組を実施する等、教職員人材の
確保に向けた取組を総合的に推進する。

　学校現場における業務改善の一環として、教員の負担を軽減し、子どもと向き合う時間を確保するた
め、教員業務支援員の配置を拡充する。

　教員の負担軽減と部活動の振興を図るため、顧問教員に代わって単独での指導・引率等の業務を行
う「部活動指導員」の配置時間や、部活動指導業務をＮＰＯ法人へ委託するなど、部活動の環境整備を
実施する。

　学力向上や長期欠席・不登校対応など、学校の課題や状況に柔軟に対応し、学校運営を円滑に進めて
いくため、講師等を配置する。

　学校に配置する特別支援教育コーディネーター（特別支援学級担任）の活動を支援し、もって特別支
援教育の推進及び充実を図るため、在籍児童生徒数の多い特別支援学級（自閉症・情緒障害等）に教員
免許を有する特別支援学級補助講師を配置する。
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・特別教室エアコン整備事業 43百万円

・中央図書館照明設備改修事業 7百万円

・中央図書館長寿命化事業 4百万円

・八幡図書館折尾分館運営事業 ４百万円

・図書資料購入等事業 ６６百万円

・子どもの読書活動推進事業 ３百万円

・はじめての絵本事業 ６百万円

・子どもの未来をひらく教育プラン策定等事業 ２百万円

　令和４年７月に新築移転開館した八幡図書館折尾分館の共同利用部分にかかる維持管理経費等の負
担を行う。

　北九州市の教育振興基本計画である「第２期北九州市子どもの未来をひらく教育プラン」の計画年度
が令和５年度をもって終了するため、令和６年度中に次期教育プランを策定し、周知を図る。

　絵本を通して、親子の触れ合いや家庭における子どもの読書を応援する一助として、子どもの読書に
関心を持ってもらえるよう、出生後、早い時期に絵本を配付する。

　中央図書館の長寿命化を図るため、建物の診断を実施し、予防保全や改修工事の必要性について調
査を行う。

　近年の猛暑の中、安全で快適な学習環境の確保のため、小学校の理科室に、第三者所有方式によりエ
アコンを設置するとともに、中学校変圧器改修工事を行う。

　子どもの読書習慣の定着や読書の大切さについての啓発を図るため、「北九州市子ども読書活動推
進会議」を開催するとともに、読書カードの配布やイベント等を行う。

　図書館資料の閲覧・貸出、レファレンス等の図書館サービスの充実を図るため、図書資料等を購入し、
ブックカバーやラベルの貼付等の装備を行う。

  中央図書館の照明設備のＬＥＤ化のためのアスベスト事前調査及び実施設計を行う。
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「安らぐまち」の実現

●生活基盤の「安心」を支える

・AED本体更新事業 ７百万円

（他に債務負担46百万円）

・学校施設老朽化対策事業 2,223百万円

・バスケットゴール点検事業 4２百万円

●子ども・子育ての「安心」を支える

・スクールソーシャルワーカー活用事業の充実（チーム学校） 106百万円

・ＳＮＳ相談事業 14百万円

・いじめ・不登校対策事業（チーム学校） 4百万円

・ひまわり中学校（夜間中学校）運営等事業 1５百万円

・ひまわり中学校（夜間中学校）バリアフリー化工事等事業 ８４百万円

　令和６年度に開校するひまわり中学校において、学校運営に必要な教材・教師用指導書等の購入や生
徒の定期健康診断等を実施するとともに、令和７年度の入学希望者に向けた生徒募集や学校説明会を
開催する。

　市立学校の体育館に設置しているバスケットゴールについて、専門業者による点検を実施する。

  いじめを含む様々な悩みを抱える児童生徒の悩みや不安の解消を図るため、ＳＮＳを活用した相談体
制を構築する。

  北九州市いじめ防止基本方針に基づき、いじめを適切に把握するとともに、児童生徒の人間関係づく
りや小中連携による取組を推進することにより、いじめや長期欠席（不登校）の未然防止を図る。また、
関係機関やスクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー、スクールロイヤーと連携した対応によ
り、いじめや長期欠席（不登校）の解消を図る。

　高齢者や障害者が通学や教室を移動する際に利用できるようエレベーターを設置するとともに、段差
解消や手すり設置等のバリアフリー化工事を行う。

　全市立学校（園）に設置しているＡＥＤ（自動体外式除細動）のうち、耐用年数を迎える対象機器を更新
する。

　安全で安心な教育環境を整備するため、「北九州市学校施設長寿命化計画」に基づき、大規模改修（長
寿命化改修）及び外壁改修などの老朽化対策を実施する。

  貧困や虐待・不登校等への対応を含め、児童生徒の問題行動等の背景にある家庭等の問題に対して、
関係機関との連携を図りながら支援を行うため、「福祉の専門家」であるスクールソーシャルワーカー
を配置する。
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【教育委員会】主要施策及び主な事業に関するお問い合わせ先

主要施策及び主な事業 担当課 電話番号

1
グローバルリーダー育成事業（「北九
州市型外国語教育」の推進）

学校教育課 093-582-2368

2 学力向上分析プロジェクト 授業づくり支援企画課 093-582-3447

3 学校給食魅力向上事業 学校保健課 093-582-2381

4 教育ダッシュボード実証事業 企画調整課 093-582-2357

5 教員負担軽減学校ＤＸ＋（プラス） 授業づくり支援企画課 093-582-3447

6
北九州市立高等学校「魅力化」「特色
化」推進事業

市立高等学校 093-881-5440

7 部活動地域移行事業 生徒指導課 093-582-2369

8
「生きる力」を育む放課後エデュテイ
メント事業

授業づくり支援企画課 093-582-3447

9 電子書籍購入事業 中央図書館奉仕課 093-571-1481

10
スクールカウンセラー活用事業（チー
ム学校）

生徒指導課 093-582-2369

11
学びの多様化学校（不登校特例校）設
置検討事業

指導企画課 093-582-2367

12
Ｋｉｔａｋｙｕスーガク＋（プラス）
による理工系人材育成推進

授業づくり支援企画課 093-582-3447

13
子どもの“健口力”（けんこうりょ
く）アップ事業

学校保健課 093-582-2381

14 小中一貫教育推進事業 学校教育課 093-582-2368

15
北九州市立高等学校の魅力向上推進事
業

学校教育課 093-582-2368

16
コミュニティ・スクール、地域学校協
働活動事業

学校教育課 093-582-2368

17 人権教育推進事業 生徒指導課 093-582-2369

18 防災・減災教育推進事業 生徒指導課 093-582-2369

19 教師用教科書及び指導書の購入 学事課 093-582-2378

20 子どもひまわり学習塾事業 授業づくり支援企画課 093-582-3447

21 医療的ケア児総合支援事業 特別支援教育課 093-582-3448

22 給食食材価格高騰対応事業 学校保健課 093-582-2381

23 学校給食安全対策事業 学校保健課 093-582-2381

24
未来を担う教職員人材確保プロジェク
ト

教職員課 093-582-2372
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主要施策及び主な事業 担当課 電話番号

25 学校支援のための講師等配置事業 教職員課 093-582-2372

26 特別支援学級補助講師の配置事業 教職員課 093-582-2372

27
教員業務支援員（スクール・サポー
ト・スタッフ）の配置事業

教職員課 093-582-2372

28 部活動振興事業 生徒指導課 093-582-2369

29 北九州市立高等学校ＤＸ推進事業 市立高等学校 093-881-5440

30 学校トイレ整備事業 施設課 093-582-2361

31 思永中学校温水プール運営事業 施設課 093-582-2361

32 特別教室エアコン整備事業 施設課 093-582-2361

33 中央図書館照明設備改修事業 中央図書館 運営企画課 093-571-1481

34 中央図書館長寿命化事業 中央図書館 運営企画課 093-571-1481

35 八幡図書館折尾分館運営事業 中央図書館 運営企画課 093-571-1481

36 図書資料購入等事業 中央図書館 奉仕課 093-571-1481

37 子どもの読書活動推進事業 子ども図書館 093-571-0011

38 はじめての絵本事業 子ども図書館 093-571-0011

39
子どもの未来をひらく教育プラン策定
等事業

企画調整課 093-582-2357

40 ＡＥＤ本体更新事業 学校保健課 093-582-2381

41 学校施設老朽化対策事業 施設課 093-582-2361

42 バスケットゴール点検事業 施設課 093-582-2361

43
スクールソーシャルワーカー活用事業
の充実（チーム学校）

生徒指導課 093-582-2369

44 ＳＮＳ相談事業 生徒指導課 093-582-2369

45
いじめ・不登校対策事業（チーム学
校）

生徒指導課 093-582-2369

46
ひまわり中学校（夜間中学校）運営等
事業

企画調整課 093-582-2357

47
ひまわり中学校（夜間中学校）バリア
フリー化工事等事業

企画調整課 093-582-2357
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